
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント
〇学力調査や定期考査の結
果を分析し、生徒の課題に
正対した学力向上プランを
作成・実施

〇学力調査における
平均正答率を３ポイ
ント以上向上

〇外部講師による数学・英
語の補充教室を実施、学力
低・中位層の基礎・基本の
確実な習得を図る

〇定期考査における
達成率20％未満の
生徒を３％以上低減

〇全学年で、読書科と総合
的な学習の時間とを関連付
けながら探究的な学習を実
施

〇生徒アンケートに
おける「探究的な学
習への取組」に対す
る肯定的回答を
75％以上

〇保健体育の授業での補強
運動の継続的な実施

〇生徒アンケートに
おける「体力・運動
意欲向上」に対する
肯定的回答を75％
以上

〇休み時間等における主体
的な運動を推奨、日常的な
運動の実施による体力と運
動意欲の向上

〇生徒アンケートに
おける「体力・運動
意欲向上」に対する
肯定的回答を75％
以上

〇ジェンダーフリー制服・
水着、男女混合名簿の導
入。不要な男女区別の廃止
〇教室環境を見直し、全員
が過ごしやすく、活躍でき
る学校を確立させる。

〇生徒アンケートに
おける「学校生活へ
の満足度」に対する
肯定的回答を80％
以上

〇学校行事等において交流
及び共同学習を積極的に実
施

〇生徒アンケートに
おける「学校生活へ
の満足度」に対する
肯定的回答を80％
以上
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〇ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実

〇副籍交流、交流及び
共同学習の実施・充実

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

体
力
の
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〇授業改善の推進

〇基礎・基本の確実な
習得

〇保健体育の授業での
体力向上

〇運動習慣の定着

学
力
の
向
上 〇読書科の更なる充実

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)
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学校教育目標 自立・貢献・生き抜く力
目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

安心して登校し、安全に生活し、満足して下校できる学校
①確かな学力を身に付け進路を切り開く生徒  ②豊かなこころ・人間性を磨く生徒  ③健康な体づくりに積極的に取
り組む生徒
①自己のライフ・ワークプランの実現　②人間味あふれる教育の実践　③服務の厳正　④向上心と授業改善

前年度までの本校の
現状

落ち着いた学習環境を創りあげ、全教科等で協同的な学習を取り入れ、生徒同士の学び合いを実
現することができた。全国学力・学習状況調査の結果は、ここ数年高い数値で安定してきてい
る。SDGｓの視点で環境問題や教育格差、ジェンダー平等などについて教科等横断的に調べ、課
題解決の方策を考え、発表するプレゼンテーション能力の育成に力を入れた。

新型コロナウイルス感染症の５類移行を受け、地域行事等を含む様々な教育活動を復活させるに当たり、単純にコロナ前に戻
すのではなく、働き方改革とscrap & buildの視点で改めて各教育活動を見直し、ポストコロナ時代の教育課程の在り方を学
校全体で考え、学校マネジメントの視点を取り入れた新しい教育課程を構築すること。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度



〇「友だちづくり」を主た
る目的とした第１学年にお
ける宿泊学習の実施

〇不登校出現率６％
以下

〇週１回の教育相談部会の
開催とSC・SSW等の外部
人材の活用

〇生徒アンケートに
おける「学校生活へ
の満足度」に対する
肯定的回答を80％
以上

〇年間２回のQUの実施と
結果を指導に生かすための
分析会の実施及び具体的な
指導の充実

〇１・２回目の比較
で非承認群の低減

〇１日に１回以上学校ホー
ムページの「学校日記」を
更新し生徒の活躍を保護
者・地域に発信

〇学校ホームページ
の１日の平均閲覧数
を前年度より増加

〇学校公開、地域行事の運
営等を通して保護者や地域
に開かれた学校をつくる

〇学校公開の来校者
数を前年度より１割
以上増加

〇教育活動の改善・充実に
向けた学校関係者評価の実
施

〇学校関係者評価等
における肯定的評価
の割合を向上

〇教員及び生徒対象の研修
会・講演会を実施
〇総合的な学習の時間及び
各教科で発表の機会を充実

〇生徒アンケートに
おける「プレゼン
テーション能力」に
対する肯定的回答を
80％以上

〇外部講師による講演など
をきっかけに、ジェンダー
フリーに関する教職員・生
徒の意識を高揚

〇生徒アンケートに
おける「学校生活へ
の満足度」に関する
設問に対する肯定的
回答を80％以上
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〇学校ホームページの
充実

〇学校公開等の実施・
充実

〇学校関係者評価の充
実
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〇生徒のプレゼンテー
ション能力の向上

〇LGBTQをはじめとす
る違いを認め合う教育
の推進

不
登
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・
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じ
め
対
応
の
充
実

〇hyper-QUの活用

〇第１学年での宿泊学
習の実施

〇教育相談機能の強化


